
防災あいずみ
令和 3年 4月15日発行　第32号
発行元：藍住町総務企画課危機管理室
　　　　電話 637－3111

　町では、木造住宅の耐震化を進めるために耐震診断、改修工事等の費用を助成しています。
南海トラフ巨大地震等の災害に備えるために、ぜひご活用ください。

1　耐震診断支援事業 現状の耐震性能を把握する事業

①要　　　件　・�平成12年5月31日以前に着工された木造住宅（併用住宅、共同住宅、長屋、借家、
空き家を含む）

　　　　　　　・�在来軸組構法、伝統構法、枠組壁構法により建築された 3階建て以下の住宅
②受 付 戸 数　・30戸
③自己負担額　・3,000円

2　耐震補強計画支援事業 改修工事の参考となる補強計画を提示し耐震改修等を促進する事業

①要　　　件　・耐震診断で、評点1.0未満と判定
②受 付 戸 数　・30戸
③自己負担額　・無料

3　耐震改修支援事業 本格的な耐震改修工事

①要　　　件　・耐震診断で、評点1.0未満と判定
②必 須 工 事　・改修後の評点を1.0以上とする工事・分電盤タイプの感震ブレーカーの設置
③受 付 戸 数　・15戸
④補　助　額　・110万円（補助率4/5）

4　耐震シェルター設置支援事業 住宅が倒壊しても一部屋の安全は確保

①要　　　件　・耐震診断で、評点1.0未満と判定された現在居住している住宅
②必 須 工 事　・耐震シェルター又は耐震ベッドの設置
③受 付 戸 数　・5戸
④補　助　額　・耐震シェルター80万円・耐震ベッド40万円（補助率 4/5）

5　住まいのスマート化支援事業 耐震と併せて最先端のリフォーム工事

①要　　　件　・耐震改修支援事業又は耐震シェルター設置支援事業と併せて行う
②必 須 工 事　・�情報通信技術（ICT）や人工知能（AI）を活用した設備を設置するスマート化工事
③受 付 戸 数　・20戸
④補　助　額　・30万円（補助率 2/3）

6　住替え支援事業 建替えや住替えに伴い古い住宅を除去

①要　　　件　・�耐震診断で、評点0.7未満と判定された昭和56年 5月31日以前に着工された
現在居住している住宅

②必 須 工 事　・住宅の全てを除去
③受 付 戸 数　・5戸
④補　助　額　・30万円（補助率 2/5）

木造住宅耐震化促進事業のご案内



★★ おめでとうございます  おめでとうございます ★★

　この表彰は、防災活動の顕著な取組により、地域
の防災・減災対策の推進に大きな貢献をした団体等
に対して行うものです。
　藍住町から、安任自主防災隊が受賞されました。
　安任自主防災隊では、地域で独自の防災訓練を実
施するなど積極的な活動に加え、地域のお祭りを通
じて地域の方との親睦を深め災害時にも住民同士が
お互い助け合う関係づくりができている点で地域防
災力の向上に貢献していると高く評価されました。

令和 2年度未来を守る防災活動賞（自主防災部門）受賞

表彰式の様子

　令和元年度から実施していました防災行政無
線のデジタル化工事が本年 3月に完了し、4月
から運用を開始しています。
　工事期間中は、近隣の方々をはじめ、町民の
皆さんにご不便、ご迷惑をおかけしました。
　町内21か所の屋外拡声子局（屋外スピーカー）
や役場に設置している親局設備、板野東部消防
本部に設置している遠隔制御装置などの設備が
全てデジタル化されました。
　これにより、放送する音声の雑音が低減され、
音質が向上し放送内容が聞き取りやすくなる、放送内容が聞き取りにくかった場合や聞き逃した場合
に専用ダイヤルに電話して確認ができる、放送内容を藍メールに文字情報として自動配信できるなど、
町民の皆さんに早く正確に情報をお届けできるようになります。
　これからも防災や災害に関する情報を様々な方法で町民の皆さんにお伝えできるように努めていき
ます。

防災行政無線のデジタル化工事の完了

防災行政無線とは
　役場に設置した親局設備から、町内21か所の屋外拡声子局（屋外ス
ピーカー）を通じて町民の皆さんに防災・災害情報を伝達するシステ
ムです。また、全国瞬時警報システム（J アラート）により、大地震
などの緊急時には自動で緊急地震速報などを発信することができます。



　災害対応は、まずは「自分の命、安全は自分で守る」ことが重要です。日常的な心構えや対策（備
え）は、減災において、大きな効果を発揮します。住民の皆さんの行動・備えで、自分や家族の命を
守り、藍住町全体での被害を最小限にとどめることにつなげましょう。

命を守る 3つの自助の取組 
“自分の命、安全は自分で守る”ために、
①家具の固定
②災害用伝言ダイヤルの利用
③ 3日分以上の水・食料の備蓄は、必ず実施しましょう。

⑴家具の固定…地震から生き残るには、まず「家具の固定」です。
　家具類の配置の見直しや転倒・落下・移動の防止対策を講じ、室内の安全を確保する。
　※家具の固定について、町の補助制度がありますので、危機管理室までご相談ください。

⑵災害用伝言ダイヤルの利用…自分が助かったら、家族の安否が心配になります。災害時の集合場所
や、家にいない場合の連絡方法をあらかじめ家族で話し合っておきましょう。
　災害発生直後は、電話がつながりにくい状態となるため、家族の安否を確認するには「災害用伝言
ダイヤル」を活用することが有効です。日頃から、体験しておきましょう。
　災害用伝言ダイヤルの体験利用日
　★毎月 1日、15日　24時間
　★正月三が日（ 1月 1日～ 3日　24時間）
　★防災週間（ 8月30日～ 9月 5日　午前 9時～午後 5時）
　★防災とボランティア週間（ 1月15日～ 21日　午前 9時～午後 5時）
　★伝言録音時間：30秒
　★伝言蓄積数：電話番号当たり 20伝言
操作手順
　 1．「171」をダイヤルする。
　 2．録音は「1」、再生は「2」をダイヤルガイダンスが流れる
　 3 �．被災地域の方は、ご自宅の電話番号又は連絡を取りたい被災地の方の電話番号を市外局番か

らダイヤルしてください。（0××-×××-××××）ガイダンスが流れる
　 4．メッセージの「録音」又はメッセ－ジの「再生」
　 5．終了（自動で終話します）

⑶ 3日分以上の水・食料の備蓄…地震から生き延びるには、水
と食料は欠かせません。
　災害発生直後は支援物資が届くまで時間がかかることを想定
し、最低 3日分（できれば 1週間分）の水と食料を備えてお
きましょう。

『自分の命、安全は自分で守る』ための備えをしましょう



1 　指定緊急避難場所（11か所）
　洪水、地震等災害種別ごとに指定しています。
　災害の危険が切迫したときの一時的な緊急避難先であるため、食料等は備蓄していない避難所があ
ります。危険をしのいだ後は、自宅か最寄りの指定避難所に移動することになります。
2 　快適な避難所生活のために
　平常時から非常用持ち出し袋を準備しましょう。
新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた非常用持ち出し袋チェックシートは次のとおりです。
※あくまで参考です。まずは自分に必ず必要なものから選んで準備しましょう。

施設・場所名 住　　　所
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定
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難
所
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所
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規
模
な

火
　
事

内
水
氾
濫

藍住中学校 藍住町奥野字矢上前18番地 1 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住東中学校 藍住町住吉字若宮49番地 1 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住東小学校 藍住町勝瑞字成長155番地 1 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住北小学校 藍住町住吉字乾 1 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住南小学校 藍住町奥野字和田95 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住西小学校 藍住町富吉字豊吉55番地 1 ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住町町民体育館 藍住町奥野字矢上前18番地 1 ○ ○ ○ ○ ◆ ◆
藍住町勤労女性センター 藍住町奥野字矢上前32番地 1 ○ ○ ◆
勝瑞城館跡公園 藍住町勝瑞字東勝地61番地 1 ○ ○ ○ ◆
ゆめタウン徳島 藍住町奥野字東中須88番地 1 ○ ○ ○ ○ ◆
徳島県立徳島北高等学校 徳島市応神町吉成字中ノ瀬40番地 6 ○ ◆

指定緊急避難場所をご確認ください

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した
見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

非常用持ち出し袋チェックシート

飲
食
□飲料水

汎
用

□ハンカチ
高
齢
者
用
品

□高齢者手帳
□非常食 □タオル □紙おむつ

道
具

□ヘルメット □安全ピン □介護用品
□笛 □ポリ袋 □入れ歯
□軍手 □ビニールシート □補聴器
□懐中電灯 □ライター

女
性
用
品

□生理用品
□ロープ □布ガムテープ □防犯ブザー

情
報

□携帯ラジオ
防
寒

□毛布 □くし、ブラシ、鏡
□身分証明書のコピー □カイロ □化粧品
□筆記用具 □温熱シート □ストッキング
□現金

生
活
用
品

□雨具 □髪の毛をくくるゴム

救
急

□救急用品セット □歯磨きセット

赤
ち
ゃ
ん
用
品

□粉ミルク
□ピンセット □ドライシャンプー □哺乳瓶
□持病薬、常備薬 □予備電池 □離乳食

衛
生

□マスク（個包装） □キッチンペーパー □洗浄綿
□アルコール消毒液 □家や車の鍵 □紙おむつ
□ウェットティッシュ 必

需
品

□メガネ、コンタクト □バスタオル
□体温計 □携帯電話の充電器 □だっこ紐
□携帯用トイレ □通帳、証明書のコピー、印鑑 □母子手帳


